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　室蘭工業大学は1887年に設置された札幌農学校工学科
を起源に持つ、北海道に立脚した理工学系単科大学です。
真理を追求する「理学」や、実用化して社会に役立てる
「工学」の専門分野に加え、数理・AI・データサイエンス
の要素を併せ持つ人材を育成。これからの時代に求められ
る「夢をかたちにかえる科学技術者」を輩出しています。
　学修環境の多様化にも重点的に取り組んでおり、理工系
に関心のある女子学生の積極的な受け入れを推進。研究室
での活動や女子学生のキャンパスライフの様子を聞ける現
役学生の座談会をオープンキャンパスで開催するほか、
25年度入試からは総合型選抜で女子枠による選抜も行っ
ています。
　2024年に策定された「松田ビジョン（1）」に沿って、
研究力の向上と社会との共創推進のために必要な教育改
革・大学改革にも注力。40年後の社会を見据えながら、
世界水準の新たな価値創造に挑んでいます。

夢
を
か
た
ち
に
変
え
る
確
か
な
研
究
力

北
海
道
か
ら
全
国
、
世
界
へ
広
が
る

未
来
の
価
値
創
造
に
挑
戦室蘭工業大学
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未
来
の
価
値
づ
く
り
で

北
海
道
の
将
来
に
貢
献

　

室
蘭
工
業
大
学
は
「
創
造
的
な
科
学
技

術
で
夢
を
か
た
ち
に
」
を
基
本
理
念
と
す

る
北
海
道
の
理
工
学
系
単
科
大
学
で
す
。

２
０
１
９
年
に
は
工
学
部
か
ら
理
工
学
部

へ
の
改
組
再
編
を
実
施
。
特
定
の
産
業
分

野
に
直
接
つ
な
が
る
専
門
性
の
高
い
教
育

が
特
徴
の
「
創
造
工
学
科
」
と
、「
数
学
」

「
物
理
学
」「
化
学
・
生
物
学
」
と
「
情
報

学
」
が
融
合
し
た
教
育
が
特
徴
の
「
シ
ス

テ
ム
理
化
学
科
」
の
２
学
科
体
制
で
、
確
か

な
研
究
力
を
ベ
ー
ス
に
、
夢
を
か
た
ち
に

変
え
る
科
学
技
術
者
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

　

学
部
改
組
と
同
時
期
に
策
定
さ
れ
た

「
北
海
道
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン

２
０
６
０
  （2）

」
で
は
、
40
年
後
の
２
０
６
０

年
に
お
け
る
北
海
道
の
将
来
像
を
研
究
者

の
視
点
か
ら
描
く
こ
と
で
、
室
蘭
工
業
大

学
が
目
指
す
べ
き
研
究
や
地
域
貢
献
の
方

向
性
を
明
確
化
。「
北
海
道
の
将
来
に
貢

献
す
る
」
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
実
現
に

向
け
て
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
柔
軟
で

迅
速
な
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

24
年
に
は
大
学
を
取
り
巻
く
環
境
の
加

速
度
的
な
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
松
田

材
へ
の
需
要
は
非
常
に
大
き
く
、
大
学
は

そ
れ
に
応
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

修
士
卒
の
学
生
は
就
職
も
早
く
か
ら
決
ま

り
ま
す
し
、
卒
業
後
の
収
入
も
高
い
傾
向

で
す
か
ら
、
大
学
院
２
年
間
の
経
済
的
負

担
だ
け
を
見
る
こ
と
な
く
、
総
合
的
に
大

学
院
進
学
を
考
え
る
た
め
の
機
会
を
提
供

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

19
年
に
始
ま
っ
た
６
年
一
貫
教
育
「
学

士
修
士
一
貫
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、

卒
業
研
究
の
早
期
実
施
や
博
士
前
期
課
程

科
目
の
先
取
り
履
修
を
提
供
。
他
分
野
と

一
緒
に
先
端
企
業
で
の
研
究
に
取
り
組
む

「
相
棒
型
地
域
Ｐ
Ｂ
Ｌ
」
な
ど
、
長
期
間

の
企
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
参
加
機

会
が
用
意
さ
れ
る
点
も
魅
力
で
す
。

広
大
な
環
境
を
活
用
し
た

世
界
水
準
の
研
究
を
推
進

　

室
蘭
工
業
大
学
は
、
機
械
、
電
気
・
電

子
、
情
報
と
い
っ
た
産
業
界
で
の
需
要
が

大
き
い
領
域
の
教
育
・
研
究
を
幅
広
く
網

羅
す
る
の
に
加
え
、
航
空
宇
宙
機
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
科
学
、
希
土
類
材
料
、
農
工
連

携
と
い
っ
た
分
野
で
突
出
し
た
実
績
を
有

し
て
い
ま
す
。「
研
究
」
で
目
指
す
の
は
、

確
か
な
「
世
界
水
準
」
の
研
究
力
で
す
。

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
科
学
分
野
で
は
毎
年
、

瑞
史
学
長
が
「
松
田
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定

し
ま
し
た
。「
真
な
る
探
究
心
か
ら
未
来

の
価
値
づ
く
り
を
。」
を
合
言
葉
に
「
教

育
」「
研
究
」「
共
創
」
の
３
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
推
進
。
北
海
道
・
室
蘭
の
地
に
あ
る

国
立
工
業
大
学
と
し
て
の
存
在
価
値
を
高

め
、
北
海
道
、
日
本
、
世
界
の
安
定
的
・

持
続
的
な
発
展
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
く
た
め
の
変
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
足
腰
の
強
い
」
人
材
を
育
成

大
学
院
進
学
率
を
50
％
へ

　

室
蘭
工
業
大
学
が
「
教
育
」
で
目
指
す

の
は
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
理
工
系
人
材

の
育
成
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
科
学

技
術
者
に
は
、
自
身
の
専
門
を
含
む
理
工

学
分
野
全
般
の
知
識
と
、
情
報
分
野
の
素

養
の
両
方
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
同
大
で
は

伝
統
あ
る
理
工
学
専
門
分
野
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
加
え
、
文
部
科
学
省
の
「
数
理
・

Ａ
Ｉ
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
の
認
定
を
受
け
た
情
報
教
育
を
体
系

的
に
実
施
。
社
会
で
求
め
ら
れ
て
い
る

「
足
腰
の
強
い
」
理
工
系
人
材
、
特
に

「
専
門
×
情
報
」
人
材
の
育
成
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

大
学
院
博
士
前
期
課
程
へ
の
進
学
率
を

50
％
ま
で
高
め
る
こ
と
も
目
指
し
ま
す
。

学
部
早
期
か
ら
研
究
マ
イ
ン
ド
を
養
う
取

り
組
み
を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、
24
年

に
は
大
学
院
の
理
解
向
上
を
目
的
と
す
る

「
院
価
値
再
発
見Cam

paign 2024

」
が

ス
タ
ー
ト
。
全
学
的
に
大
学
院
進
学
へ
の

機
運
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。
松
田
学
長

は
そ
の
背
景
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
ま
す
。

　
「
産
業
界
か
ら
の
大
学
院
で
学
ん
だ
人

（1） 松田ビジョン
　合言葉は、「真なる探究心から未来の価値づ
くりを。」。人々の「自分軸となるコアな『探究
心』」は目に見えない大きな力であり、理工学
によって未来のテクノロジーを変える原動力に
なる、との思いから「真なる探究心」を重視。
５年、10年後に向けた「未来の価値づくり」に
寄与するという強い覚悟を持ちながら、「教育」

「研究」「共創」という３つのミッションを掲げ、
次世代への変革を進めている。

（2） 北海道MONOづくりビジョン2060
　室蘭工業大学の基本理念である「創造的な科
学技術で夢をかたちに」の「夢」として、40年
後の2060年の北海道の姿を大学の研究者が描い
たもの。エネルギー、環境・資源管理、モビリ
ティといった視点から、「北海道をメトロポリ
スと基礎生活圏域からなる新しい自律分散型地
域構造とする」「北海道を付加価値の高い素材
の世界への供給基地とする」「北海道を高品質・
高機能食素材の世界への供給基地とする」「北
海道で物質とエネルギーの自立化とID化をめざ
す」「北海道を宇宙にむけた基地とする」「北海
道を大いなるテストフィールドとする」という
６つの目標を提示。シンクタンクなどによる未
来予想とは異なる視点をもった、科学技術の専
門家が考える将来像となっている。

（3） 高速走行軌道実験設備
（ロケットスレッド）

　実機サイズの模型を地上に敷設した軌道上に
おいて高速度で走行させ、エンジンの推進特性
や機体の空力特性を試験するための設備。実サ
イズの試験を陸上で低コストに可能とする設備
で、宇宙船ジェミニやスペースシャトルの開発
でも利用された。マッハ2.0程度の最高走行速
度を実現するためには全長３km程度の直線軌
道が必要で、現在、設計を構想中である。

発
表
論
文
の
15
～
20
％
以
上
が
『
ネ
イ

チ
ャ
ー
』
や
『
サ
イ
エ
ン
ス
』
を
含
む

ト
ッ
プ
10
％
論
文
誌
に
掲
載
。
国
内
の
上

位
研
究
型
大
学
の
平
均
が
10
％
に
も
満
た

な
い
中
で
、
研
究
力
の
高
さ
が
数
値
と
し

て
も
表
れ
て
い
ま
す
。

　

実
践
的
な
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
も
同
大
の

魅
力
で
す
。
航
空
宇
宙
機
シ
ス
テ
ム
研
究

セ
ン
タ
ー
で
は
北
海
道
の
広
大
な
環
境
を

生
か
し
、
小
型
超
音
速
機
や
ロ
ケ
ッ
ト
エ

ン
ジ
ン
な
ど
に
関
す
る
大
型
の
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
多
数
実
施
し
て
い
ま
す
。
白

老
エ
ン
ジ
ン
実
験
場
に
は
、
レ
ー
ル
の
上

の
台
車
を
ロ
ケ
ッ
ト
で
横
方
向
に
加
速
す

る
高
速
走
行
軌
道
実
験
設
備
（
ロ
ケ
ッ
ト

ス
レ
ッ
ド
）  （3）

を
保
有
。
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト

試
験
や
高
加
速
度
実
証
実
験
な
ど
が
行
え

る
全
国
唯
一
の
ユ
ニ
ー
ク
な
設
備
で
あ
り
、

多
く
の
大
学
や
航
空
に
関
わ
る
企
業
が
来

訪
し
て
共
同
研
究
が
実
施
さ
れ
る
航
空
宇

宙
の
一
大
研
究
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

超
小
型
人
工
衛
星
打
ち
上
げ
ロ
ケ
ッ
ト

「
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
」
の
開
発
を
目
指
す
イ
ン

タ
ー
ス
テ
ラ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ズ
株
式
会
社
と

は
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
心
臓
部
と
な
る
低
コ
ス

ト
「
タ
ー
ボ
ポ
ン
プ
」
の
共
同
研
究
を
推

進
。
室
蘭
工
業
大
学
の
卒
業
生
も
同
社
で

中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ロ
ケ
ッ
ト
と
い
う
と
壮
大
に
聞
こ
え
ま

す
が
、
燃
焼
の
基
礎
技
術
な
ど
の
研
究
は

機
械
分
野
と
同
様
で
、
実
際
は
意
外
と
地

味
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
目
的

意
識
を
強
く
持
ち
、
地
道
な
作
業
が
で
き

る
か
が
大
切
に
な
り
ま
す
」（
松
田
学
長
）

　

近
年
増
え
て
い
る
の
が
道
内
の
自
治
体

と
連
携
し
た
食
や
農
に
関
す
る
研
究
で
す
。

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
研
究
で
は
、
原
因

と
な
る
脳
内
で
の
タ
ン
パ
ク
質
の
凝
集
を
、

独
自
開
発
し
た
バ
イ
オ
ナ
ノ
イ
メ
ー
ジ
ン

グ
技
術
と
Ａ
Ｉ
を
用
い
て
可
視
化
・
分
析
。

シ
ソ
科
の
植
物
に
凝
集
を
抑
え
る
効
果
が

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
シ
ソ
の
名
産
地
で
あ
る
白
糠
町
と
共

同
で
、
機
能
食
品
の
開
発
を
は
じ
め
と
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
共
創
活
動
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

北
海
道
で
の
取
り
組
み
か
ら

全
国
・
世
界
の
価
値
創
造
へ

　

北
海
道
を
世
界
水
準
の
価
値
創
造
空
間

へ
。
室
蘭
工
業
大
学
が
社
会
と
の
「
共

創
」
で
目
指
す
の
は
、
北
海
道
の
Ｍ
Ｏ
Ｎ

Ｏ
づ
く
り
・
価
値
づ
く
り
へ
の
貢
献
で
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
の
推
進
な
ど
、

同
大
研
究
者
の
特
徴
を
活
か
し
た
「
カ
ー

ボ
ン
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
」
を
目
指
す
取
り
組
み

を
多
数
実
施
。
北
海
道
を
起
点
に
、
日
本
、

そ
し
て
世
界
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

を
実
現
し
ま
す
。

　

ロ
ケ
ッ
ト
開
発
の
拠
点
が
あ
る
大
樹
町

で
は
、
多
く
の
観
光
客
や
報
道
関
係
者
の

た
め
の
人
流
・
物
流
を
確
保
す
る
た
め
、

2022年に図書館は完全リニューアルし、ラーニング・コモンズを実現

道
の
駅
を
拠
点
に
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
を

実
装
す
る
「
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
実
証
実
験
」
を
実

施
。
世
界
最
高
水
準
の
宇
宙
港
（
ス
ペ
ー

ス
ポ
ー
ト
）
の
実
現
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
が
進
む
中
で
の
新
た
な
都
市
、

交
通
の
あ
り
方
の
検
討
と
い
っ
た
40
年
後

の
北
海
道
を
見
据
え
た
研
究
の
数
々
に
は
、

そ
の
他
の
地
域
に
も
応
用
で
き
る
可
能
性

が
秘
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
課
題
先
進
地
域

で
あ
る
北
海
道
で
の
取
り
組
み
は
自
ず
と

日
本
全
体
、
そ
し
て
世
界
を
見
据
え
た
価

値
創
造
の
取
り
組
み
に
も
な
る
の
で
す
。

　

松
田
学
長
は
高
校
生
に
向
け
て
、
次
の

よ
う
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
す
。

　
「
高
度
経
済
成
長
以
来
の
工
科
系
大
学

は
『
産
業
界
へ
行
っ
て
、
そ
こ
で
何
か
を

成
し
遂
げ
る
ん
だ
』
と
い
う
感
覚
が
強

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
本
学
は
理
工
学
部

へ
の
改
組
が
転
換
点
と
な
り
、
卒
業
後
の

自
由
度
が
格
段
に
増
し
て
お
り
、
そ
の
意

味
で
女
子
学
生
の
た
め
の
間
口
も
広
が
っ

て
い
ま
す
。
将
来
や
り
た
い
こ
と
が
明
確

に
産
業
界
へ
向
い
て
い
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
興
味
の
あ
る
こ
と
が
少
し
で
も

『
理
』
の
要
素
の
色
彩
を
帯
び
て
い
る
の

で
あ
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
に
室
蘭
工
業

大
学
の
門
を
叩
い
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
」

デトネーションエンジンシステム（DES）の
室蘭工業大学白老実験場での地上燃焼試験

室蘭工業大学

039 卓越する大学 室蘭工業大学 038


